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第 2回 牧の台小地域 地域別懇談会の概要 

日  時：平成 23年 9月 29日（金） 

午前 10時～12時 

場  所：第一自治会館 

参加人数：21名 

 
 
1 グループワーク 
本日は、第 1回目の結果を踏まえつつ、地域の資源の整理やそれを活用したまちづくりの考え方

などについて意見を出し合った。また、最後に、「私たちが地域でどんな暮らしをしたいのか」に

ついて意見交換を行いながら、「地域のありたい姿」を考えた。 
 

《Ａ班》金子さん、小泉さん、松井さん、山下さん、東浦さん、尾崎さん、八木下さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 老々介護のため、疲れている人が多い 

・ 高齢者、ひとり暮らしが多く、気を配

ることが多い 

・ 小地域活動で、お食事会がたびたびあ

るが、参加する人が限られている 

・ 隣家で見守る、声かけ活動 高齢者支援 

・ 賃料が高い（駐車場） 

・ 商店街に駐車場がない 

・ 商店街がほしい（店をつなげてアーケ

ードにしたい） 

・ 駅前をもっと活発にしたい 

・ 商店が少ない 

・ 「地元の店で買う」をPRす

る 

・ 駅前の再開発 

・ 商店会でリクルート活動 

・ 店と店で協賛して売り出し

をする 

駅前の商店街の

活性化 

・ 空き地の雑草が伸び放題 

・ 街路樹がしょぼい 

・ ゴミステーションの見た目が悪い 

・ 除草して美しいまちなみを

つくる 

・ 「街をきれいにし隊」 

まちの景観整備 

・ 道路が狭い、歩道がなく危ない(駅前

周辺) 

・ 通学路の安全確保 

・ バスルートを広げてほしい 

・ 側溝のグレーチングが滑りやすい 

・ 側溝に子どもが落ちる危険性 

・ 坂道が多い 

・ LU側溝に変える 交通安全整備 

・ ゴミステーション当番の時に外出予

定があると困る 

・ 向三軒両隣活動 ― 

・ 大和地域内に小さな神社がほしい 

・ 平木谷池を利用したい 

・ 市の土地を貸してほしい ― 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 同世代の関係が希薄→PTAの活動を

敬遠 

・ 地域活動に若い人が出てくれない 

・ 地域の子どもの、年齢層を超えた交流

が少ない 

・ 地域活動・組織への新規参加者不足 

・ 仲間同士声をかけてみんな

で参加する 

・ できることから参加する 

地域活動のよび

かけ 

 
【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 年配の人が多いことで、落ち着いてい

て安心できるまち 

・ 風俗店がない 

・ 人のまとまりがよい 

・ 高齢者に特技を持っている人が多い 

・ 高齢者が多い割に、元気な人が多い 

・ 行きかう人が、挨拶をかわす 

・ 犯罪が少ない 

・ 高齢者の方などが、大和サロ

ン等で、技術、知識を教える 

高齢者支援 

・ 池を活用し、釣堀をつくる 

・ ボートを浮かべて、遊園地化する 

・ 行政への要望力の強化 

・ 大規模イベント 

― 

・ 地域のコミュニティの場に使う 

 

― まちの景観の整

備 

・ 空き地や、空き家が多い 

・ 学校の空教室 

・ 戸建て住宅地 

― 地域にあるもの

の活用 

・ 駅が多くある 

・ 対面販売が出来る店が多い 

・ 市中心地で、大阪に出るにも便利 

― 駅前の商店街の

活性化 

 

・ 地域活動が盛ん 

・ 大和氏子会秋祭り 

・ 大和盆踊り(踊り連) 

・ 大和文化祭 

・ 大和夢ナリエ 

・ 大和少年野球の古田杯 

・ 趣味等のクラスが多い 

・ 子供の将棋大会 

・ テニスプレイヤーの奈良くるみ、元プ

ロ野球の古田敦也 

・ サークル活動が活発 

― 地域活動のよび

かけ 

 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

まちの魅力をあげ

て、自慢できるま

ち 

・ 住みたい、来たいまち 

・ 全国的に有名なまち(ゆるキャラ) 

・ カブトムシとりや、料理のつまづくりなど収益があ

るような活動 

発信できるまち 
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テーマ ありたい姿 フレーズ 

きれいなまち ・ 住宅地が静か 

・ 「ポイ捨て」のないきれいなまち 

・ 池を利用して、釣り、ボートなど、３世代でのんび

りできる場所としたい 

・ 緑豊かな公園があるまち 

・ 大和周辺部の緑地帯が整備された自然と共生する

まち 

ゆとりあるまち 

自立的な行動がで

きるまち 

・ 買い物がしやすい商店の整ったまち 

・ 自立的に行動が出来るまち 

・ バスの運行のあるまち 

でかけやすいま

ち 

地域の世代間のつ

ながり 

・ 地域のつながりがあり、大人も子供も楽しめるまち 

・ 誰もが明るく挨拶 

・ 向う三軒両隣が仲の良いまち 

・ 高齢者の一人暮らしが安心出来るまち 

・ 最後まで面倒を見てもらえるまち 

・ 色々なイベントで交流の図れるまち 

・ 高齢者、障がい者、子供に、やさしいまち 

・ 未就園児のふれあい 

・ 子どもを安心して家から外に送り出せるまち 

・ 安全なまち 

・ 出会いのあるまち 

― 

そのほかの意見 ・ 思いやりがあり、年をとってからも安心して楽に暮

らせるまち 

・ 地域で助け合い 

・ 子供を叱ってくれる 

・ 子育てしやすい 

・ 子どもを全体で育み、教育、子育てのしやすいまち 

・ 空地が少ないまち 

お互い様と言え

るまち 

 
 

《B班》八田さん、西山さん、播野さん、久原さん、大久保さん、井口さん、佐野さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 防犯灯がついていないところがあ

り、暗い 

・ 空巣やひったくりなどの犯罪が増

えてきている 

・ 交番に誰もいない時が困る 

・ 子どもが自転車を乗るときに、不

注意な運転をする 

・ 実態調査して市に申請 

・ 自治会に頼む 

・ ウォーキングする人にパトロ

ールを依頼 

・ 学校と警察に頼んで、交通安全

教室をやってもらう 

暮らしの安全、安

心 

・ 牧の台会館２階にトイレ、エレベ

ーター、駐車場 

・ 散歩中のトイレがない 

・ 公園の遊具が少ない 

・ 側溝の劣化 

・ 歩道の並木（日陰）が少ない 

・ 市に申請 

・ 撤去の際に、住民と話し合う 

公共施設の充実 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 自治会の組織率の低下 

・ 独居老人が多く、心配 

・ お年寄りが買い物に行きやすくす

るために、バス停やバス路線を増

やした方がいい 

・ 民生委員さんにお知らせする 高齢者の支援 

・ 犬猫のフン、犬の鳴き声 

・ 個人宅の植木がはみ出しているの

で、歩道がせまい 

・ モラルの啓発 

・ 罰則をつくる 

・ 暮らしのマナー集を地域でつ

くる、暮らしのQ&A 

暮らしのマナー 

・ 畦野駅前で少年少女がたむろして

食べ散らかす 

・ ごみの集積場所の後始末が遅くま

でできない 

・ 近所の協力、出かける際の声か

け、自主的な思いを育てる、活

かす 

・ ダミーカメラの設置 

コミュニケーシ

ョン 

・ 商店の減少、駅から離れたところ

にもお店があると便利 

・ 商店の品数が少なく、買い物が不

安 

・ バスの時間(早朝、深夜) 

・ 地域で買い物する意識づけ 

・ 配達、地域のネットワーク、買

い物登録システム 

・ 循環バスの値下げで買い物促

進 

地域経済の活性

化 

・ 空き家や空き地の有効活用 

・ 空き地の雑草 

・ Iターン、Uターンの仕組みづ

くり 

・ 大和サロンへの有効活用をさ

せてもらう 

・ 若者が集まるようなサロン 

その他 

 
【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 車の通行量が少ない 

・ 大和内でバスが巡回している 

・ 純粋な住宅地(閑静) 

・ 鉄道駅が４カ所あり便利 

― 暮らしの環境 

・ 大和チケット(170名登録) ― ― 

・ 商店とのコミュニケーションがある 

・ 子どもに声をかけてくれる高齢者が多

い 

― コミュニケーション 

・ 福祉の行事が熱心である 

・ 子ども会の活動が活発 

・ 子育て支援があたたかい 

・ 子供中心の行事が多い 

・ 行事が多い(大和の盆踊り、文化祭、体

育祭、夢ナリエ) 

・ 真面目な子供が多い 

― イベント 

・ 自然が残っている 

・ さくら公園 

・ 各家庭が、花を育てているところが多

い 

・ 笹部の棚田 

・ 花一門芽 

・ 公園が多い（10カ所） 

― 自然環境 
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地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 塩川城 ・ 歴史的イベント 歴史、文化 

・ 有名人材多数輩出 

・ 豊かな人材 

・ 高齢者が多い 

・ サークル活動が活発 

・ 地域の人材バンクを作

って、地域の活性化に

つなげる 

人材 

 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

高齢者が暮らしやすい

まち 

・ 元気なお年寄りがいる 

・ 地域福祉活動が充実したまち 

・ 高齢者が買い物しやすい便利なまち 

高齢者が生きがいを

持って、元気で長生

きできるまち 

子育てしやすいまち ・ 若い世代の人が住み着くまち 

・ 大きいアスレチックがあるまち 

・ 子どもを健康に育てるまち 

・ 元気であいさつする子供 

子どもが健やかに育

ち、若い世代が暮ら

すまち。 

 

地域の交流を活性化 ・ 世代間の交流が多いまち 

・ 子どもからお年寄りに温かい地域 

・ 地域の人が、地域間で買い物をしてくれる

地域地産のまち 

・ 笑顔が多いまち 

・ 近隣地域との相互交流 

・ 大和チケットを活用したまち 

世代を超えて助け合

えるまち 

豊かな自然 ・ 安全、安心 

・ 自然(緑)が多い 

・ 初谷川の清流と笹部の棚田が残るまち 

・ 公園の整備がきちんとできているまち 

・ 美しくきれいな地域 

自然と公園を守り、

安らぎのあるまち 

にぎわうまち ・ 駅前においしい飲食店があるまち 

・ 地域の行事に子供から大人まで来るまち 

・ バスが便利なまち 

・ ほかの街からも人が集まるまち 

暮らしと経済のバラ

ンスが取れ、魅力の

あふれるまち 
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《C班》井芹さん、井関さん、堀部さん、土肥さん、兼定さん、加田さん、大西さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 山際の空き地に猪が出る。エサ

をやっている人がいる 

・ 犬・猫のフン 

・ ゴミ当番をちゃんと守る 

・ エサをやらないよう、呼びかけ注意

する 

・ 犬との散歩のときに拾う 

・ 日程ボード取り付け、アミ設置 

環境 

・ 独居老人が多い 

・ 少子高齢化対策 

・ 一人暮らし、孤独死 

・ 老人が入居できる賃貸住宅（福祉

サービスつき）をつくる 

・ 近くに住む人（隣組）の声かけや

見守り 

高齢者の支援 

・ バスの路線、本数が少ない ・ 75歳以上は免許を返上するので、

バス利用をするのではないか 

高齢者の支援 

・ 200名以上収容できる会館が必

要 

・ 住民が飲食できる会館が自治

会館しかなく、100名しか同時

に集まれない 

・ 参加しない人がいる(大勢人が

あつまるのが好きでないらし

い) 

・ 広い集会場建設計画をつくり検討

する 

施設の充実 

・ 学童クラブの下校時の安全 

・ 児童数に対して子ども会加入者

が少ない 

・ 夜間も防犯のチームを作る 

・ 子ども会の活動の充実 

・ 子ども会の活動を知らせる 

・ 入会の呼びかけ 

子供の安全 

・ 商店街の活性化 

・ コンビニが遠い 

・ 商店街は話し合い（消費者を交え

て）イベント等で集客に努める 

・ 駐車場の充実 

商店街活性化 

・ 坂が多い割にベンチが少ない 

・ 駐車場が少なく路上駐車が多

い（特に夜間） 

・ 十字路での事故 

・ 自転車が歩道でスピードを上

げて走るのが危ない 

・ 道の狭い場所が多い 

・ ベンチ設置 

・ 警察の取り締まりも必要、パトロ

ール 

・ 車購入時の駐車場厳守 

・ 空き地の駐車場利用 

・ 信号設置 

交通問題 

・ 空き家が多い、持ち主不明 

・ 空き地に雑草が茂って困る、動

物が住んでいるかもしれない 

・ 隣の樹木の枝が張り出して、車

の運転に困る。文句を言っても

聞かない 

・ 市が調査 

・ 有効活用（新入居者を募集） 

・ 隣組の話し合い 

ご近所問題 

・ 公園の有効活用、トイレ必要 ・ 公園のトイレを洋式にする 

・ 公園の建設、遊具の充実 

公園 

 
【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 大和自治会に図書館がある(利用登録

者数4750名) 

・ 学習機会 文化 
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地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 大和図書室運営委員会の図書館運営

と、地域密着の行事 

・ 牧の台会館の利用活動グループが多い

(50グループ) 

・ 公園整備(トイレがきれい) 

・ 公園の桜がきれい 

・ 大きなグランドが公園にある 

・ 公園の開かれた活用 

― 公園 

・ 各丁毎に、公園が配置されている 

・ 能勢電鉄の駅が、まわりに五カ所ある 

・ 住宅街として整備されている(4階立

造) 

・ 夜が静か 

― 住宅環境 

・ 大和サロンの集まり 

・ 大和カフェの三世代交流、祭りなど、

世代交流イベントが充実(月1のオープ

ンカフェを楽しみにしている) 

・ 夢ナリエ 

・ 大和自治会の隣組組織 

・ みんなで高齢者、子どもを見守り 

・ 納涼祭 

・ 大和自治会の４大行事(盆踊り、体育

祭、文化祭、とんど) 

・ コミュニティ文化活動 

・ 大和友愛クラブ、大和子ども会の充実 

・ 大和福祉委員会の小地域活動 

・ 牧の台小学校コミュニティ推進協議会

の会館 

― 行事、地域活動 

・ 駅前の花壇 

・ 羨望がよい 

・ 近くに山があり、朝夕緑を楽しめる 

・ 東３丁目の北側の景色 

・ 池と古代の森の風景がいい(北側より

眺める夕日は、感動する) 

・ 清掃活動を行って、自然多い

安らげる場所を守っていく 
自然 
 

・ 子どもたちが元気 

・ 若い親子を見ているとほっとする 

・ 子ども会の活動内容が豊富 

・ PTA活動が活発 

・ たんぽぽクラブ、にこにこクラブなど、

未就園児サークルの活動が、充実 

・ 子育て支援グループが盛んである(福

祉のハッピーママサロン) 

・ 子どもの人数が増えてきたように思う 

・ 学校行事に父兄が大変協力している 

― 子育て 

・ 大和地区防災会の丁別組織 

・ 地域活動が活発である 

・ 道路が比較的広い 

・ テニスコート、沢山、学校などがある

こと 

― 安全 
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【ありたい姿】 

ありたい姿 フレーズ 

・ 老いも若いも子ども達も一緒 

・ 子ども達にやさしいまちは、年寄りにもやさしい 

・ 地域活動の連携、協力し合える 

・ 人と人とでつなぐ向こう三軒両隣の小さな組織を 

・ 四季を通じてイベントを開催 

・ イベント交流(盆踊りの継続、人材、材料の確認) 

・ 地域の人的交流としての、三世代交流行事の拡大 

・ 地域の情報を住民が共有する 

・ 自治会の四大行事の継続、人材の育成 

・ 困ったときに相談できる 

・ まちづくり協議会の組織の充実と強化 

三世代で明るくコミュニ

ケーションがとれるまち 

・ 安全・安心なまちづくり 

・ 循環バスの本数を増やすことで、人の交流が増加 

・ 災害に対応できるシステム(大和地区防災計画書) 

・ 学校登下校時の見守り(自治会安全部防犯協会の充実) 

・ 安全・安心な街としてＰＲ資料を携える 

・ 夜間の街灯が暗いので、必要数を設置すべき 

・ 空き家、空き地の利用に関して行政との連携を取る 

みんなで安全・安心をつく

っていけるまち 

・ ユニバーサルシティ(身体が悪くても出かけられる) 

・ 認知症になっても住めるまち(徘徊ＳＯＳネットワーク) 

・ 高齢化社会でこれから必要となる後見人制度の確立 

何歳になっても暮らして

いけるまち 

・ 不法駐車、路上駐車がないまち 

・ 交差点でのＳＴＯＰ実施 

・ 大和団地周辺の街の整備をきっちりと行政にお願いする 

・ 十字路の出会い頭事故防止に、カーブミラーの設置 

・ 自転車のマナーを守る 

交通マナーが守れるまち 

・ 教育環境が整っている 

・ お年寄りを始め、若いお母さんを支える場が必要 

・ 子どもは地域の宝 

・ 安心して子育てができるよう、相談できる場所がある 

・ 先輩ママから、後輩ママへ子育て支援のリレーができるまち 

子育て支援がつながって

いくまち 

・ 商店街の活性化に、商店会と住民との話し合いを行う 

・ 駅前周辺の再開発と整備 

地域で買い物を 

・ 緑がいっぱいのまちづくり 

・ 虫取りができる環境 

・ 犬猫のマナーの徹底 

・ ゴミゼロのきれいなまち 

・ 各丁公園に、誰でもが利用できる屋根付きの施設と、トイレを

おく 

・ 公園の整備と景観の保護 

その他 
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【地域活動シート】 ※地域活動シートは、地域でほぼ共通事項であるので1枚で整理 
子ども健全育成 
・ ラジオ体操(2週間ほど、各公園、子供会・福祉) 
・ 読み聞かせ(2回/月、大和図書室、大和図書館・ボランティア) 
・ タンポポクラブ(月 4回、牧の台公民館・公園) 
・ なかよしクラブ(週 2回、牧の台幼稚園) 
・ ハッピーママサロン(第 2・第 4月曜日、第 2自治会館、主任児童委員・

民生委員) 
・ 牧っ子クラブ(子ども創作)(年 4・5回、図書室活動) 
・ スポーツクラブ 21の活動(小学校体育館など) 
・ お茶立て体験学習(年 1回、牧の台会館、青少年育成事業部) 
・ 遠足(年 1回、子ども会) 
・ ドッジオール大会(年 1回、牧小体育館、子ども会) 
・ 青少年ふれあいデー関連行事(年 1回、牧の台会館、青少年育成委員会) 
・ キャンドル作り(年 1回、さくら公園、子ども会) 
・ オセロ大会、将棋大会(各年 1回、自治会館、子ども会) 
・ 茶道教室、フラワーアレンジメント教室、小教室、クッキング教室(年

数回、第 2自治会館、子ども会) 
・ スカウト活動(毎月 2回以上、近くの山河川、スカウトリーダー) 
・ 文化祭における子どもカーニバル(子ども作品展、紙芝居上映) 
・ 七夕祭り、クリスマスお楽しみ会 

祭り・伝統文化 
・ 盆踊り(毎年 8月、平木谷池公園、自治会) 
・ 大和秋祭り(秋、平木谷池公園、大和氏子会) 
・ 体育祭(毎年 10月、平木谷池公園、自治会) 
・ 大和文化祭(毎年 11月、牧の台小学校体育

館、自治会) 
・ 夢ナリエ(さくら公園、うねのえき) 
・ とんど祭り(年 1回、平木谷池公園、自治会、

子ども会) 
・ 初詣ウォーク(年始、多田神社、牧小コミュ

ニティ) 
・ 公園ウォーク(年 1回、大和地域、牧小コミ

ュニティ・体育部会・福祉会) 
・ 囲碁大会(年 1回、牧の台会館、牧小コミュ

ニティ) 
・ まちかどギャラリー(年末、小学校、商店会) 
・ 納涼祭に出店(毎年、平木谷グラウンド、大

和商店会) 

高齢者福祉 
・ 配食サービス(月～金、第 2 自治会館、福祉

委員会 12名・ボランティア) 
・ 安否確認(随時、福祉委員) 
・ 認知症サポーター養成講座(年 1 回、牧小保

護者) 
・ デイケアサービス(福祉関係企業) 
・ 高齢者見守り(福祉委員会) 
・ まちの保健室(牧の台会館、コミュニティ推

協) 
・ 独居者訪問(毎月 1～2回、各戸、民生委員) 
・ 老人ホーム訪問 
・ 常磐会(65歳以上、会館、福祉員会) 
・ 福祉ネットワーク会議(大和自治会館、地区

内福祉関連団体) 

地域の緑化 

・ 牧の台みどりの少年団(毎月第 2土曜日、黒川地区周辺、大門) 
・ 花いちもんめ(草木を育てる)(ボランティアグループ)  
 

地域活動 

世代間交流 
・ 3 世代交流まつり(年 1 回、平木谷池公園、

福祉の方) 
・ 早朝健康体操(年 1回、平木谷グラウンド) 
・ オープンカフェ(毎月、第 2自治会館) 
・ 西５なかよし会(年 3回ぐらい、西 5丁目) 
・ 牧の台宴席(年 1回、コミュニティ子ども会) 
・ 親子デイキャンプ(年 1回、70人、自治会) 
・ 社会見学(年 4 回、社会教養部、自治会と一

般参加者) 
・ 花見(春、西 5の森、食事チーム) 

地域の美化 

・ クリーンアップ(春と秋、大和全域) 
・ グリーンデー(年 2回、大和地区全域、住民) 
・ 公園除草(年 4回、公園、ボランティア) 
・ 清掃活動(10人、自治体) 
 
 

防犯・防災 
・ 牧小児童登下校見守り(地域の方、保護者) 
・ 防災訓練(不定期、第 5公園・地域防災会) 
・ 青色パトロール(※車で地域を 1 周する)(1

人月 2回、防犯協会、自治会) 
・ 見守りましょうデー(毎月 15日、小学校) 
・ 防災活動年末 12月頃、大和商店街) 
・ 要援護者安否確認訓練(随時、大和地区内公

園・会館、福祉委員会・自治会) 

その他 
・ 大和サロンコミュニティスペース事業(随

時) 
・ 大売り出し(年末、団地内商店会、商店会) 
・ 大和チケット(年中、大和団地内、団地住人) 
・ 障がい者の会(毎月第 2日曜、福祉委員会) 
・ 福祉相談日(毎月 10 日、15 日、民生・福祉

委員) 
・ フリーマーケットなどのイベント(年 2 回、

個人) 
・ 無料配達サービス(毎日、薬屋、店員) 
・ グループ購入(週１，コープ) 
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2 各班の発表概要 
●A班 

・ 地域のありたい姿は、「発信できるまち」「ゆとりある

まち」「でかけやすいまち」「お互い様と言えるまち」

になった。 

・ 「ゆとりあるまち」は、心にゆとりを持ってまちをき

れいにすることを意識してみよう、という意味。 

・ 世代間で互いに見守って、地域のことはお互い様だと

言えるような関係を築いていきたいと思い「お互い様

と言えるまち」というフレーズにした。 

 
●B班 

・ 5つのありたい姿を考えた。 

・ 「高齢者が生きがいを持って、元気で長生きできるま

ち」「子どもが健やかに育ち、若い世代が暮らすまち」

「世代を超えて助け合えるまち」「自然と公園を守り、

安らぎのあるまち」「暮らしと経済のバランスが取れ、

魅力のあふれるまち」である。 

・ 地域では「大和チケット」のような、助け合いのシス

テムがあるが、聞いたことはあっても使い方が分からないなどの理由で利用したことのな

い人は多いと思う。もったいないので PRしていきたい。 

 
●C班 

・ 6つのありたい姿を決めた。 

・ 「三世代で明るくコミュニケーションがとれるまち」

「みんなで安全・安心をつくっていけるまち」「何歳に

なっても暮らしていけるまち」「交通マナーが守れるま

ち」「子育て支援がつながっていくまち」「地域で買い

物を」である。 

・ 「安全・安心をつくっていけるまち」では、例えば災

害発生時に助け合えるようなことを意識している。「三世代で明るくコミュニケーションが

とれるまち」は、互いに声をかけられるような住民の関係のことイメージしている。 

 
 
3 おわりに 
・ 次回は、10月 20日（木）10時～となった。 

 


